
東日本大震災３年後の景観の変化状況について

井土浦 名取市

山元町

いわき市

環境省生物多様性センター震災対応委員会・アジア航測株式会社

調査範囲 • 青森県尻屋崎から千葉県九十九里浜まで。
• 第2回自然環境保全基礎調査の自然海岸お
よび半自然海岸の砂浜・泥浜 約680km。

図化縮尺 1/10,000

解析 1.汀線変化

2.汀線背後（100～500m）の土地被覆*の変化。

*  ①砂浜、②砂丘植生、③海岸林、④海岸構
造物（港湾、防潮堤、 埋立等）、 ⑤その他（農

地・山林・宅地等）

藻場

アマモ場

◆調査概要
• 2011（H23）年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震及びそれに伴う津波（東日本大震災）は、
特に東北地方太平洋沿岸の自然環境に大きな影響を与えた。

• 本調査では、「東日本大震災からの復興の基本方針」を受け、東日本大震災が自然環境に与えた影
響および変化状況を把握するため、地震発生から概ね３年目にあたる平成26年時点の植生や海岸
域、藻場・アマモ場の分布等を対象に広域のモニタリング調査を行った。

①植生調査 津波浸水域の植生図・植生改変図の作成（約576km2）、現地調査（群落組成調査、植生景観）調査。

②海岸調査 H24調査のフォローアップ（海岸土地被覆状況調査、海岸線の変化状況調査）。解析延長約680 km。

③特定植物群落調査 過年度調査結果を踏まえて23箇所で現況調査を実施。

④重点地区調査 6地区でベルトトランセクト調査、動植物調査を実施（H24,H25の継続）。

⑤藻場・アマモ場分布調査 画像判読/ヒアリングにより震災後の藻場・アマモ場分布図を作成（岩手、宮城、福島）。

◆藻場・アマモ場分布調査

１．調査方法

① 空間分解能20cm、縮尺1/10,000、透明度の高い2012年10月～2013年1月撮影の国土地理院空中写真を入手
② 海岸線＋等深線（M7000シリーズ-30m以浅）による浅海域の抽出と水深の影響の補正
③ ヒストグラム補正による藻場範囲の強調

④ オブジェクトベース画像解析による領域分割と判読キーの作成
⑤ 藻場強調画像（水深・ヒストグラム補正）による藻場の判定
⑥ ヒアリングによる分布域の確定と補正
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第5回藻場数 残存個数

３．第5回自然環境保全基礎調査と本調査の藻場・アマモ場の残存数

②浅海域

の抽出

③水深・ﾋｽﾄ

ｸﾞﾗﾑ補正

④オブジェ クトベー

スによる領域分割
⑤藻場判定

アマモ場

ワカメ場

⑥ヒアリング

アマモが多く残存

生態系監視調査結果を加
味し、アマモ場に変更

山田湾 松島湾船越湾 松川浦

２．調査結果（第5回自然環境保全基礎調査との比較）

• 第5回自然環境保全基礎調査（平成9～13
年度）の分布図をもとに、分布範囲の残存
状況について市町村ごとに比較した。

• コンブやワカメなどの岩礁性藻場について
は、どの市町村も概ね8～9割程度残存して
いた。

• 一方、アマモ場については海底の砂泥ごと
持ち去られる可能性が考えられ、残存率が

2～5割程度と低くなっている市町村が多
かった。

区分 県
県対
照番
号

特定植物群落名称
面積
(ha)

現況調査結果
復興事業等*
の有無

植生学会
(津波の影響)

1

個体群

岩手 120
太田の浜のエゾオグ
ルマ

0.002 個体群消失 －(台風)
その他の
劣化

2 宮城 80
大谷海岸のハマナス
群落

4.65 面積減少 あり －

3 91 浜市のハマナス群落 1 群落消失 －(水没) 消失

4 福島 1
海老浜のマルバシャ
リンバイ自生地

0.006 個体数減少 あり 未記入

5

森林
(海岸林)

岩手 29
高田松原のクロマツ
植栽林

14 群落消失 あり 消失

6 宮城 23 石巻湾沿岸の海岸林 370
面積減少、群落
構成変化等

あり 軽微

7 30 仙台湾沿岸の海岸林 1050
面積減少、群落
構成変化

あり
なぎ倒し、消失、
移入種繁茂

8 90
北上運河（貞山堀）
のクロマツ林

115
面積減少、群落
構成変化等

あり －

9 106
福島県境海浜のクロ
マツ・ハイネズ群落

38
面積減少、群落
構成変化

あり 未記入

10 河辺・
沼沢植生

宮城 17 追波川の河辺植生 840 面積減少 あり 軽微

11 133
磯の水神沼・沼沢植
物群落

8 面積減少 あり なぎ倒し､塩害

12 塩沼地
植生

宮城 29 蒲生の塩生植物群落 20
面積減少、群落
構成変化

なし
消失、
なぎ倒し

13 42
井土浦の塩生植物群
落

40
面積減少、群落
構成変化

なし
消失、塩害、そ
の他の劣化

14

砂丘植生

宮城 31
仙台湾沿岸の砂浜植
物群落

240
面積減少、群落
構成変化

あり 軽微

15 87 長面浜の砂丘植生 20 群落消失 －(水没) －

◆情報発信

◆今後の予定

• 調査で得られた成果は、以下のサイトで公開、情報発信を行っている。
○しおかぜ自然環境ログ

http://www.shiokaze.biodic.go.jp/.

• 平成27年度（集中復興期間の最終年度）は、平成26年度までの調査成果をとりま
とめて、東日本大震災やその後の復興事業によって、自然環境がどのように改変
され、消失してきたか、あるいは震災後4年間の回復状況の評価などを行う。.

◆重点地区調査

重点地区 留意すべき注目種 地区の特徴と環境の活用の視点

織笠川河口 ウミミドリ

カワツルモ

モートンイトトンボ

造成等により震災後の撹乱環境は減少傾向

だか、近隣の山林や河川環境に依存した生態

系が回復している。

北上川河口 リュウノヒゲモ

ハヤブサ

リスアカネ

大規模な造成等により震災後に新たにできた

干潟・湿地環境が減少し、生態系への人為的

な影響が懸念される。

蒲生干潟 ハママツナ

ハマボウフウ

アリアケモドキ

地形が安定してきており、砂丘植生や塩性湿

地として生態系が回復しつつある。

井土浦 カワラハンミョウ

オオタカ

メダカ

造成等による直接的な影響が少なく、震災後

の環境が残存しており、残存樹林、砂浜、塩

性湿地の生態系が回復している。

広浦南 ヤマトシジミ

メダカ

ミクリ

造成等により震災後の撹乱環境が減少してい

る。震災後に確認できなくなった希少種もあり、

生態系への人為的な影響が懸念される。

松川浦 オオヨシキリ

セッカ

ハママツナ

沿岸部は大部分が造成地だが、内陸側の湿

地や自然環境の保全事業地において生態系

の回復が期待される。

１．調査方法

森･里･川･海のつながりや生態系サービスへの影響を検討
する際の基礎情報を取得するため、地区を点綴して動植物

調査を実施した。

○調査地点：織笠川河口、北上川河口、蒲生干潟、井土浦、広浦南、松川浦

○動植物調査： 環境区分毎に調査を実施 （夏･秋）
・植物調査 （ベルトトランセクト調査、フロラ調査）
・動物調査 （ファウナ調査）
一般鳥類・猛禽類、陸上昆虫類、魚介類・底生動物、両生・は虫類、哺乳類

２．調査結果

●確認した希少種の一例

●ベルトトランセクト調査の成果の経年比較
（例：井土浦）

●地区ごとの調査結果

ハマアカザや砂丘植生（紫色）が減少し、ヨシ（緑色）が
繁茂していることがわかる

◆特定植物群落調査

津波により干潟・砂浜は流出したが、その後砂泥が戻り、
干潟、塩沼地植生および砂浜植物群落が回復しつつある。

• 調査対象群落26件のうち津波等による影響が確認されたのは15件（岩手2、宮城12、福
島1件）。このうち10件については復興事業等*の人為影響を確認した。

• 塩沼地植生等、３件は砂浜回復に伴う自律的な再生が進んでいることを確認した。
■津波等による影響がみられた特定植物群落（15件） ■画像による変化状況の例（蒲生の塩生植物群落）

自律的な再生が進んでいる群落

* 特定植物群落が残存、消失に関わらず、復興事業等が群落の範囲と重

なっているかどうか判断したもの。

■ 第5回藻場数
■ 残存個数

■ 第5回アマモ場数
■ 残存個数

◆海岸調査

津波や地盤沈下で汀線が後退した海岸の
うち、多くの海岸で汀線は回復傾向にあっ
たが、回復の遅い海岸も11あった。
・岩手県：根浜、吉浜、越喜来、大野

・宮城県：小伊勢浜、大谷、赤崎、長面、井土浦

・福島県：古磯部、岩間佐糠

津谷川河口左岸に砂州が伸び

て砂丘植生と海岸林が発達して

いた。

津波で河口砂州と防潮堤が切

れて汀線は陸側へ最大500m
後退した。

砂浜が回復して汀線は約

200m前進した。

津波前の汀線位置まではまだ

最大350m後退している。
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２．全調査対象海岸及び県別の面積変化（H23からH26)

３．汀線変化の状況 （例：宮城県気仙沼市赤崎海岸）

• 「砂浜」は約250ha、「砂

丘植生」は約100ha、「海

岸林」は約500ha減少し

た。

• 一方、「海岸構造物」と

「その他」は増加した。

• 県別では宮城県で変化
量が大きかった。

宮城県気仙沼市小伊勢浜

１．調査方法

①砂浜 ②砂丘植生 ③海岸林 ④海岸構造物 ⑤その他

①砂浜 ②砂丘植生 ③海岸林 ④海岸構造物 ⑤その他

① ② ③

④ ⑤

① ② ③

④ ⑤

◆植生調査
１．調査方法

凡例
■ 図化範囲

□ 画像解析範囲

２．調査結果

平成24年度、平成25年度に引き続き、震災後3年目の植生変化を把握するため、
RapidEye画像による解析と現地調査に基づき、植生図および植生改変図を更新した。

●植生に関連した凡例の面積の推移

●震災後に出現･再生した自然植生の例

●植生改変図からみた植生および土地利用の変化（例：仙台湾）

• 震災前から平成26年度までの変化をみると、農地復旧･圃場整備が進んだことにより、「⑦荒地化
（橙色）」が減少し、「⑫耕作開始（青色）」が増加している。

• また、沿岸部を中心に復興･復旧工事等による「⑬宅地造成･構造物建設」「⑭新たな植林･植栽」
が増加している。

• 自然植生は震災前と比較すると「⑤自然植生が残存」が徐々に減少している（かつての自然植生
域が造成等により一時的に他の凡例になっていることによる）が、「⑥無植生地から自然植生へ
変化」が徐々に増加していることからも、部分的に自然植生が回復しつつある。

仙台海浜の砂丘植生
（写真はコウボウムギ、ハマヒルガオ）

蒲生干潟の塩沼地植生
（写真はハママツナの群生地）

織笠川河岸の塩沼地植生
（写真はウミミドリの群生地）

北上川右岸の非耕作農地
（写真はリュウノヒゲモの群生地）

種 類 撮影時期

国土地理院空中写真 平成23年3月～平成24年4月撮影

衛星画像（Rapid-e ye） 平成25年8月撮影、平成26年8月撮影

衛星画像（GeoEye- 1） 平成23年3月～平成24年9月撮影

空中写真（アジア航測） 平成26年8月撮影(岩手、宮城のみ)

●調査項目 ●使用した空中写真および衛星画像

●衛星画像（Rapid-eye）による変化抽出

●植生図および植生改変図の図化詳細

●現地調査期間：平成26年6月23日～10月26日

縮 尺
沿岸部 1/10,000

汀線～後背域線
（海岸から内陸に約1km）

内陸部 1/25,000 後背域線より内陸側

使用凡例

環境省統一凡例（1/25,000植生図）に、震災に関
連した凡例や状況凡例を追加

＜例＞瓦礫置き場、表土剥ぎ取り、等

調査項目 実施範囲・数量 調査内容

画像解析
(植生改変地の事前抽出)

改変が大きかった
福島から岩手
（赤枠範囲）

改変地を効率的に把握する為に、
平成25～26年において植生が変化
した箇所を、画像解析により抽出
する。

植生景観調査 562地点
景観撮影を実施し、優占種と位置
情報を記録する（追跡調査）。

組成調査 225地点
群落の組成と構造を把握するため、
群落組成調査を実施する（追跡調
査）。

震災後植生図・
植生改変図の更新

577km
2 現地確認により震災後植生図を修

正し、植生改変図を更新する。
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